





































































































































































































































































































































































として他の人の生へと還元不可能であるがゆえに、全ての人が「意見への権利（The right to 
opinion）」を有する。ゆえに、アーレントにとって、「意見形成の自由」を行使し得るだけでは
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なく、それが決して奪われることのない自由のための「場所」を与えられていなければならな
い。まさに、その「場所」こそが「公共空間」なのである。前節で触れたように、ノーマン・ロ
ックウェルが、この自由のための場所をイメージ喚起的に描いてくれている。アーレントの「公
共空間」とは、私達がユニークな存在として、「象徴的アイデンティティ」の強制から来る不安
にもかかわらず、他者達の前に己の身体性を委ね、他者達から応答してもらえるための、そんな
「場所」なのである。民主制が参加によって成立するのであるのなら、私達は、そうした「場所」
を守り抜かねばならない。ヘイト・スピーチの害悪は、そうした「場所」を閉ざしてしまうとい
う点にこそあるのだ。
引用及び参考文献（引用頁は本論中に記す）
アーレント、『人間の条件』、志水速雄訳、ちくま学芸文庫、1994．
ウォルドロン、『ヘイト・スピーチという危害』、谷澤正嗣他訳、みすず書房、2015．
ヴォルテール、『寛容論』、中川信訳、中央文庫、2011．
大澤真幸、木村草太、『憲法の条件』、NHK出版新書、2015．
オースティン、『言語と行為』、坂本百大訳、大修館書店、1978．
オースティン、『オースティン哲学論文集』、坂本百大訳、勁草書房、1991．
デリダ、「署名、出来事、コンテクスト」、『現代思想　臨時増刊総特集　デリダ　言語行為とコミュニケー
ション』pp.12－42．、青土社、1988．
ヌスバウム、『感情と法』、河野和也監訳、慶応義塾大学出版会、2010．
バトラー、『触発する言葉』、竹村和子訳、岩波書店、2004．
バーリン、『自由論』、小川晃一他訳、みすず書房、1979．
ポッパー、『推測と反駁』、藤本隆志訳、法政大学出版局、1980．
ミル、『自由論』、山岡洋一訳、光文社古典新訳文庫、2006．
LAZAK、板垣竜太、木村草太、『ヘイトスピーチはどこまで規制できるか』、影書房、2016．
ロック、「寛容についての書簡」、『ロック　ヒューム　世界の名著32』、大槻春彦編、中央公論新社、1980．
〔2019.　9.　26　受理〕
コントリビューター：山内　廣隆　教授（ビジネス心理学科）
42
